実習の振りかえり（H20年7月7日～7月11日）
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Ｉ先生、お疲れさまでした。あっという間の１週間でした。

Ｉ先生のよかったところは、真摯な態度で何事にも取り組まれていたところです。これまでの研修医さんと違って診療所の医療に慣れていらっしゃったので、物足りなかったかなとも心配しました。これまで来た研修医の先生方にはサプライズだろうと思ったことがサプライズにならなかったので、その点ではちょっと残念でした(^^;)。今週は視察が入ったり、取材の予定があったり、もう一人の研修医さんがいたりなどで、Ｉ先生に集中できず申し訳なかったと思います。
　スタッフに対して紹介するタイミング、感想などの意見を言ってもらう場所を提供することへの配慮、フィードバックの不足など、こちらの反省点もありました。

　今後も研修を積んで、住民の視点に立った、患者さんを自分の家族と同じように考えることのできるドクターになって活躍していただけることを祈っていす。（畑野）


■7月7日 (月)　　1日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	移動

施設内案内(清水部長)
	施設外案内(清水部長)
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	いぶきの施設、その特徴について知ることができた。

伊吹地区の、暮らしや医療資源について知ることができた
	移動で先生に伝えていた予定時間より到着するのが遅れた
スタッフに挨拶するタイミングを逸した

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	老健にて、初めから在宅を目的として入所してもらうこと、そのため3ヶ月で退所をするように計画すること、それが達成できていて、周辺医療機関にも周知されているということに驚かされた。
1週間の短期研修のため、より意識をもって研修に望むようにしたい。
	伊吹という地域について知る
いぶきで行われている医療･福祉について知る

自分が経験してきた施設(病院･診療所)との相似点、相違点について考える


■7月8日 (火)　　2日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問看護
	往診(中村先生)
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	訪問看護にて、在宅で介護･看取りを迎えていくために介護者を主体とするよう考え、実行している様を見ることができた
往診で患者さん、その後家族とお話をすることができた
	訪問看護、往診の患者さんにて声かけをもう少ししても良かった
往診での診察をしっかりとできずアセスメントがたらなかった

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	往診、訪問看護で出会う患者さんたちは、それぞれに医療サービスを自宅で受ける理由をもっている。患者さんや家族が、幸せに、かつ無理しすぎない範囲で家で生活できるかを考え・実施することの難しさを思い知らされた。
	尿道バルーン挿入中の患者にて、長期にわたりバルーン留置しておくことによる感染症の増加はどれくらいあるか、交換の時期はどれくらいか
在宅での水分管理とそのモニタリング


■7月9日(水) 　　3日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	吉槻診療所実習(川城先生)
	板並・大久保

出張所外来

(中村先生)


	ビーチバレー


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	吉槻診療所にて、患者さんそれぞれの病気や医療機関に対するイメージ・考え方の違いについて知ることができた。
板並出張所では待合室にて、病院を受診しながらも出張所へ通う気持ちや、医療資源についての気持ちを聞くことができた。
	板並診療所にて、患者さんに質問された際話をつなごうとして推測での話をしてしまった。
板並･大久保診療所に自転車でいけなかった

ビーチバレーで体があまり動かなかった

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	出張診療所を3箇所まわり、診療所の医療者側から・公的な必要性と、地域･患者さん側にとっての必要性について考えさせられた。アクセスの障害だけでなく、生活の一部になっている診療所のもつ精神的･社会的意味合いもまた医療の要素であると感じた。
	畑仕事があって朝の内服が不規則になるような方をどういった工夫で服薬コンプライアンスをあげられるか


■7月10日(木) 　　4日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	ほほえみ
(川城先生)
	往診
(中村先生)


	体交マット講習
ケースカンファ

食事会


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	ほほえみにて、NPO法人の運営するデイサービス施設の様子、利用者の一日についてを知ることができた。
他施設入所中の方の往診を行い、在宅へと帰す中で、医学的問題･介護的問題･社会的問題をどう解決していくかについて考えさせられた
	デイサービス利用中の方の皮膚疾患や症状について質問された際、知識不足により明確な答えを持っていなかった
アルツハイマー認知症の方とうまくコミュニケーションをとることができなかった

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	病院にて、介護施設から調子が悪いなどといったことで受診される側の立場を経験してきたが、介護施設の立場から、訴えや症状をどう評価する、医療機関受診すべきかを判断することの難しさを感じた。
	自立度･認知機能と要介護度の対応がどれくらいなのか。
認知症の方の認知機能を、どうフォローしていくかについて


■7月11日(金) 　　5日目

	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問入浴(中村先生)
	ふりかえり(川城先生)
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	訪問入浴にて、入浴サービスを利用する理由が多様にある事を知った。また、そこでの情報がカンファレンスで他職種と共有されていくことを実感した
	入浴サービスの手伝いが、2件･3件と流れを見てもうまくできなかった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	1週間があっという間に終わってしまった。当初目的とした、・伊吹という地域について知る　・いぶきで行われている医療･福祉について知る　・自分が経験してきた施設(病院･診療所)との相似点、相違点について考える　については考えることができたと思う。
	今回研修した診療所･老健･訪問看護･デイサービスなどの介護サービスといった医療･福祉資源の役割と利用方法を学びなおす。その上で、自分自身がこれらの資源を患者さんや地域の方に適切に紹介できるようにする
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